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本サービス案内の対象
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《サポート対象先の形態》

ＩＴ部門ＩＴ部門

業務業務

請負請負

小規模小規模

カスタムカスタム

コールセンターコールセンター

請負請負

■システム構想の場
どのようなＩＴシステムが貴社に相応しいのか（業務面・予算目）を第三

者的目で相談

■ハード・ソフト購入の場
システムディーラーあるいは小売店でのハード・ソフト購入における相

談・代行。また、ネットワーク（回線・ＩＳＰ）選択における評価。

「ハード購買から保守サービスまで」のＩＴ部門業務

■システム構築の場
「ハード設置」「サーバー構築」「回線疎通」「ソフト導入」の作業代替。

実際のスペース、ユーザーのＩＤ設定など、使い始めるまでの作業。

■システム運用の場
　障害あるなしに関わらず、システム稼動状況を把握管理するために、

定期的（月１回or２回：貴社要望に応じて）に、訪問。このタイミングに併
せて、各種の相談場合によっては、作業を行う。

■システム障害等の場
「使い方がわからない」「動かなくなった」時の問合せ受付（電話）およ

び、原因切り分け、原因先への連絡代行（例、ハードならばメーカーへ
連絡）。これを実施するためには、【ＩＴ資産管理（機種・シリアルNO・保
証書など）】も代替することとなる。また、必要に応じて、緊急訪問にも

対応。

◇ＩＴ先任者を抱える会社規模ではない。
　　（予算規模・システム規模）

◇ＩＴ専門家を社内に抱える必然性がない。
　　（目まぐるしい変化への対応・本業集中）

◇アウトソーサーを使うほどの規模ではない。
　　（ASP、ﾊｳｼﾞﾝｸﾞなど、所詮端末は社内）

最小限（身の丈の合った）予算での対応
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１ ＩＴ部門業務請負サービスの全体像

零細・中小の実態 ITｻｰﾋﾞｽ会社の実態

ＩＴ先任者の雇用不可
全社員３０名以下の会社において、「ＩＴ専任の社員」を

抱えるのは、一般事業会社では不可能である。そのため、

場面毎に外部IT会社と付き合いことにあり、『常に社内事
情に疎い技術者』とやりとりせざるを得なくある。

担当担当
技術者技術者

【基盤】【基盤】

次のトレードオフ関係を

解決すること⇒ビジネス成立

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ

CTI・PBX ノウハウ

IT資産管理

■５社で１名技術者シェア

サ ン ク ネ ッ トサ ン ク ネ ッ ト

零細・中小企業 電話・ﾒｰﾙ

訪問

ベンダー

ハード・

ソフトなど

交渉

ＩＴ精通者の不足
社内にＩＴ精通者がいれば、妥当なＩＴシステム（ｺｽﾄ・使い

勝手)を構築運用できるが、いない場合、「言われたまま」
「不都合なまま」のＩＴシステムになってしまう。

零細中小向けサービスの低採算性
ビジネスとして考えた場合、「小額請求で、かつ、手間が

かかる零細中小企業向けサービス」は、採算に乗りにくく

主力市場には成り得ない。

トータルサポートの低採算性
「電話対応と訪問対応」「ハード購入から保守」など、客先

システム全体をサポートするには、受け側としてのリスクは

高く、採算としても見通しが立ちにくい。

回線・ＩＳＰ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線

IP電話

会社にとって、１名担当者が決定し、すべてての窓口

１名担当者は最大５社までの対応

企画管理力 後方後方
技術者技術者社内システム

社員

情報収集

障害連絡

■担当技術者支える体制 平日10:00-18::0（将来、365D24H)の受付・ITｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
「IT資産管理」で、ｻﾎﾟｰﾄ会社状態を共有化
担当技術者を支える後方技術者（ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ）

〔社内ＩＴ社員が如く対応〕

と

〔収支の合う仕組み〕
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２

「ＩＴ部門業務請負」は、サポート先で発生するＩＴ関連すべてを対象とする。一方、社員ではないため、常時社内に滞在できない。

そのためには、さまざまな要素を組み合わせることで、「ＩＴ先任者を雇用した如くのサービス」を安価に提供することを実現する。

〈要素.1〉 〈要素.２〉 〈要素.３〉 〈要素.４〉

［メリット］　　①電話サポートで、常時問合せできる利便性

　　　　　　　　②定期訪問により、ＩＴのみならず、業務知識も蓄積

　　　　　　　　③社員的役割で、外部ベンダー等と交渉代替

都度訪問による

作業

電話による

サポート

定期訪問による

サポート

社内業務

に精通した上

でのサポート

常時問合せ先

顔馴染み関係

社員的役割

電話による問合せ

対応

■都度訪問による作業

　都度の要望に応じた作業で、その多くは、訪問して
のものとなる。

（初期）社内システム構築（サーバー立上、ｿﾌﾄｲﾝｽﾄｰ

　　　　ﾙなど）
（ＯＰ）追加のPC増設、追加ｿﾌﾄｲﾝｽﾄｰﾙ、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、
　　　　出張教育、ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ購入代行など

サポート先のコスト負担重視

週１回訪問による

各種作業

業務改善のＩＴ

提案できるレベル

ＩＴ部門業務請負サービスの構成要素

■電話によるサポート
　平日10:00-18:00の時間帯において、社員の方から
の電話やメール問合せへの対応。

　例）障害時の問合せ

　例）操作等の各種問合せ
　例）OPｵｰﾀﾞｰの依頼　など

■定期訪問によるサポート
　定期的に訪問し、ＩＴ状況（ｼｽﾃﾑ上、業務上）を把
握し、その場で対応できるものは対応する。〔定点観
測〕の意味からも継続することが重要となる。（この過
程で、社内業務知識習得や信頼を得る）
　また、予め連絡を受けることで、「PC増設」などの作
業にも対応する。

■社内業務に精通した上でのサポート

　〔社員的知識〕と〔信頼関係〕を持つことで、〔社員的
役割〕を果たすことができる。

　例）社内の業務改善会議出席

　例）ＩＴ運用改善案の提出

　例）「社員名刺」を持つことで外部と交渉

　例）その他ITが絡む業務の代行、支援ＩＴ部門業務請負としての範囲単独・スポット

初期・オプション

の対応
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サ ン ク ネ ッ ト

営
業
代
理零細・中小

企業

サービス提供

ソフト開発・卸・工事会社

□情報収集先・問合せ先の１つ
□必要に応じて、取次・委託

一
体

社
員
（
ユ
ー
ザ
ー
）

依頼営業

サンクネットは、サポート先の立場・利害に立って、〔取引先〕とやり取りする。

３ ＩＴ部門業務請負サービスの体制

担当技術者

後方技術者 電話対応者 管理担当者

担当技術者の
指示で調査等
行う。（例、機種
情報など）

ﾕｰｻﾞｰからの一
次電話受付、兼、
一般IT質問に関
する対応

過去ｻﾎﾟｰﾄ履歴
等ｻﾎﾟｰﾄに役立
つ情報の管理。

ソフト開発

□ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾓﾃﾞｨﾌｧｲ
□カスタムメイド

ベンダー
□ハードウェア
□周辺機器
□ソフトウェア

ネットワーク

□回線事業者
□ＩＳＰ

その他
□消耗品販売
□税理士など士族
□その他

営業

定期訪問
常時やりとり

取引先
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４ ＩＴ部門業務請負サービスの価格表

単独・スポット

〈要素.1〉 〈要素.２〉 〈要素.３〉 〈要素.４〉

IT部門業務
請負

□都度見積り

□価格例 例１）ＮＴサーバー１台＋ＰＣ５台設定作業

⇒　ｘｘ万円～

例２）社員５名向けＯＡ講習（２日間）

⇒　ｘｘ万円～

例３）既存システムにＰＣ１台追加

⇒　ｘｘ万円～

□初期費用 ①訪問調査（ＩＴ資産情報収集、IT現状把握）
②サポート先ＤＢ構築（弊社内）

⇒　ｘｘ万円／初回

□月額 ①ＩＴ資産管理

②電話によるサポート（平日10:00-18:00)
③週１回訪問（１回4H程度）
④都度訪問（必要に応じ）

⑤緊急訪問（連絡後4H以内が基準）
⑥月１回レポート（定型） ⇒　ｘｘ万円／月

※「IT部門業務請負」契約がある場合、定期訪問時間内の
　　作業ならば、費用は発生しない。

※定期訪問時間内において、その使い方については、
　極端な不都合がない限り、要望を優先する。

〈要素.1〉 〈要素.２〉 〈要素.３〉 〈要素.４〉


